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「
ふ
る
さ
と
納
税
」
と
は
、ふ
る
さ
と
（
応

援
し
た
い
、貢
献
し
た
い
と
思
う
三
豊
市
な

ど
の
地
方
公
共
団
体
）へ
の
寄
付
の
こ
と
で
、

5，
0
0
0
円
を
超
え
る
寄
付
を
し
た
と
き
に
、

所
得
税
と
住
民
税
か
ら
一
定
額
の
控
除
が
受

け
ら
れ
る
制
度
で
す
。
全
国
か
ら
の
応
援
を

お
願
い
し
ま
す
。�

森林や河川など、水と緑にあふれたふ
るさとの自然保護に努めます。�

豊かな自然の中で子どもたちがすくす
く成長できるよう、教育や子育て支援
を充実させます。�

市民主体のスポーツ活動や文化芸術活
動の推進と機会の充実に努めます。�

安心して生き生きと楽しい生活が送れ
るように、健康づくりを促進します。�

ふるさとを元気にするため、地域の特性
を生かしたイベントや商工業の振興を支
援します。�

⑥
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業

　（
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
）�

��

　
寄
付
金
は
、１
件
5,
0
0
0
円
か
ら
受
け

付
け
ま
す
。�

　
3
万
円
以
上
の
寄
付
金
を
い
た
だ
い
た
市

外
在
住
の
人
へ
は
、感
謝
の
気
持
ち
と
し
て「
ふ

る
さ
と
三
豊
の
フ
ル
ー
ツ
」
を
お
贈
り
し
ま
す
。�

　
寄
付
申
込
書
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
い
た
だ
く
か
、お
電
話
い
た
だ
け

れ
ば
送
付
し
ま
す
。納
付
方
法
は
、郵
便
振
替
・

市
指
定
の
納
付
書
・
現
金
書
留
に
よ
る
払
い

込
み
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
願
い
し
ま
す
。�

▼ 

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ�

　 

秘
書
課
　
☎
73
・
3
0
0
1

　
皆
さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
寄
付
金
は
「
ふ

る
さ
と
三
豊
応
援
基
金
」
に
積
み
立
て
、翌
年

度
に
下
記
6
事
業
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。�

平
成
21
年
度
寄
付
の
活
用
状
況�

【
寄
付
の
件
数
】　
12
件�

【
寄
付
の
総
額
】　
1
9
3
万
5
千
円�

◆
教
育
、子
育
て
支
援
に
関
す
る
事
業
　
　

　
遺
児
年
金
支
給
事
業�

　
遺
児
年
金
に
充
当
　 

　
　
　1
1
2
万
円�

◆
自
然
環
境
保
全
に
関
す
る
事
業�

　
観
光
資
源
管
理
費�

　
自
然
海
浜
清
掃
費
に
充
当
　
2
万
5
千
円�

◆
父
母
の
た
め
の
福
祉
に
関
す
る
事
業
　
　

　
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
事
業
　
　�

　
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
に
充
当
　
　
　
7
万
円�

◆
そ
の
他
市
長
が
必
要
と
認
め
る
事
業�

　（
ふ
る
さ
と
応
援
事
業
）�

　
関
東
・
関
西
三
豊
ふ
る
さ
と
会
設
立�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
72
万
円�

�

①
ふ
る
さ
と
の
教
育
、子
育
て�

　
　 

　
支
援
に
関
す
る
事
業�

②
ふ
る
さ
と
の
自
然
環
境�

　
　
　
保
全
に
関
す
る
事
業�

③
ふ
る
さ
と
の
父
母
の
た
め
の�

　
　
　
福
祉
に
関
す
る
事
業�

⑤
ふ
る
さ
と
の
に
ぎ
わ
い
創
出
に�

　
関
す
る
事
業�

④
ふ
る
さ
と
の
ス
ポ
ー
ツ
・�

　 

文
化
振
興
に
関
す
る
事
業�

第39回�

舞い舞たくま子ども総踊り………午後5時30分�
セ　　レ　　モ　　ニ　　ー………午後6時�
舞い舞たくま踊りコンテスト………午後6時30分�
野 外 ス テ ー ジ シ ョ ー………午後7時50分�
　原口あきまさ　ものまねライブ�
　藤岡友香（三豊市出身歌手）ヴォーカルライブ�
（雨天の場合はマリンウェーブで行います）�
踊りコンテスト結果発表………午後8時50分�
花　　　火　　　大　　　会………午後9時00分�
「きな子～見習い警察犬の物語～」スチール写真の展示もあります�

※荒天の場合、舞い舞
　たくま子ども総踊り
　やセレモニー、舞い
　舞たくま踊りコンテ
　スト、花火大会は翌
　日に順延となります。�
　また、会場周辺は交
　通規制があります。�

　問い合わせ�
　詫間支所☎83ー3111

　文化交流や物流を支えてきた瀬戸内海は日本の文化の原点であり、古くから「海の路」としての機能を果たして�
きました。瀬戸内海の歴史、文化、豊かな自然を見つめ直し、海からの視点で魅力を再発見するとともに自治体連携�
による広域的なネットワークで全国発信します。�

日　　時　　日　　時　　8月20日（金）�
　　　　　　　　12時30分～�
場　　所　　場　　所　　仁尾マリーナ�
日　　程日　　程�
　　　　12：00～　　　　　～　　　　　 受付受付�
　　　　12：30～12：40　　開会行事　　開会行事�
　　　　12：40～13：40　　記念講演会　　記念講演会�
　　　　13：50～15：20　　サミット　　サミット�
　　　　15：30～15：40　　共同宣言　　共同宣言�

■講 演 会　演  題「21世紀は基礎自治体の時代。瀬戸内海から地方の元気を発信する。」�

　　　　　　　　　　　　　         　香川県観光協会長　 梅原  利之　氏�
■サミット （公開シンポジウム）�
　　　　　　コーディネーター　　　梅原　利之�
　　　　　　パ ネ ラ ー　　   福 山 市 長  　田　  皓　　瀬戸内市長  武久  顕也　　新居浜市長  佐々木  龍�
　　　　　　　　　　　　　　　　　高 松 市 長  大西  秀人　　三 豊 市 長  横山  忠始�
�　入場は無料ですが、参加希望者は政策課までお申し込みください。定員になりしだい締め切ります。�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　申し込み・問い合わせ　　政策課　☎73ー3010
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